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研究成果の概要（和文）：　本研究は20世紀後半以降のアイルランド小説における移民の姿が、20世紀初頭から
現在に至るまでどのように変化し、またいかなる社会的要因がアイルランド人作家の想像力に影響を与えてきた
のかを、歴史的視点を踏まえて考察したものである。アイルランド移民の実情は、生活苦から逃れ新天地を求め
た時期の移民から、より豊かな生活を得るため自発的に祖国を離れた移民まで、その姿は多岐にわたる。そして
アイルランド社会が成熟するにつれ、移民の姿もより等身大に近いものとなり、アイルランド人作家の移民への
態度も変容していく。本研究ではアイルランド人作家の負の歴史に対する冷静な視点を読み解き、現代の社会問
題と関連づけた。

研究成果の概要（英文）：This study examines how the figure of emigrants from the early 20th century 
to the present in Irish fiction has changed since the late 20th century, and what social factors 
have influenced the imagination of Irish writers from a historical perspective. The reality of Irish
 emigrants ranges from those who emigrated at a time when they were seeking a new land to escape the
 hardships of their life, to those who voluntarily left their homeland to gain a more affluent life.
 As Irish society matured, emigrants have become more life-size, and the attitudes of Irish writers 
towards emigrants have also changed. In this study, we read contemporary Irish writers' 
dispassionate perspectives on negative history and relate them to social issues in the twenty-first 
century.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　アイルランド人作家はローカルな題材をグローバルなものへと変容させることで世界文学としての地位を築き
始めたと評価される一方で、いまだに英国との関係やカトリック教会による支配といったものを題材とし、そう
いった社会の閉鎖的な側面が生み出した「移民」といったテーマにこだわり続けているとの批判もある。本研究
ではアイルランド研究にありがちな、感傷的な歴史理解を排除したうえで、アイルランドが抱える負の歴史に正
面から向きあう現代作家の姿勢に目を向け、現代の作家が描く移民像の変遷を読み解くことで、作家の歴史認識
と20世紀後半以降のアイルランド社会との関連性を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 20 世紀のアイルランド小説において移民が描写されてきた例は数多く存在するが、その多く
は米国への移民であった。そして 20世紀初頭の作品に共通するのは、英国支配下の社会を舞台
とし、「植民地」の負の歴史と被支配者の抑圧された声が作品に反映されていた点であろう。例
えば George Mooreの The Unfilled Field (1903)には、移民先の米国から帰郷するも、農村社会
の閉鎖性とカトリック教会の理不尽さに辟易し、再び米国へ戻る男性が主人公として描かれて
いる。いわばこの時期の小説に現れる移民像は、英国とカトリック教会という二つの存在に支配
されていた当時の社会の閉鎖性と結びついていた。 
 他方で歴史的な状況を検証すると違った姿が浮かんでくる。20世紀初頭のアイルランドでは、
国外への移民者の数が前世紀と比べて大幅に減少し、移民先も米国から隣国の英国へと変化し
ていく。貧しい農民が棺桶船に乗って米国へ移民するといったステレオタイプは、この時期には
あてはまらないものとなっていたのだ。事実、当時の定期刊行物には、移民を否定的にとらえる
論調はなく、むしろ雇用を確保するための「安全弁」として認識されていた。つまり移民の実情
と小説の描写が乖離していたとの解釈が成り立つ。 
 これまでのアイルランド文学研究において、植民地下における「支配」「被支配」という二項
対立の構造にこだわる傾向があった点は否めない。北アイルランド紛争が活発化した 1970年代
以降、プロテスタント対カトリックの宗派対立が注目され「搾取されたカトリック信徒」という
イメージが定着化する。さらには 1980年代以降、Seamus Deaneや Seamus Heaney、Brian 
Frielらよって組織された Field Day Groupが、ナショナリスティックな創作活動を展開し「被
支配者」としてのカトリック教徒という構図を利用した文学研究が確立されるに至った。移民は
まさにそれを裏付けるものとしては恰好の舞台装置であったわけである。 
 だが 20世紀後半になると、アイルランド情勢の変化や第三世界の経済発展に伴い、移民の持
つ意味も異なってくる。1995年以降、10年ほど続いたケルティック・タイガーと呼ばれる好景
気や北アイルランド紛争の終結(1998)などの出来事が、人々の価値観を大きく変容させたのだ。
そして何よりもアイルランド社会が、これまでと異なり、東欧、アフリカ、東南アジアなどから
多くの移民、難民を受け入れる側になり、移民に対する認識も激変したと言っても過言ではない。 
 そのような中で、21 世紀の作家は移民というこの国の代名詞というべき現象をどのように描
いているのであろうか。Colm Tóibínの小説 Brooklyn (2009) の主人公は、雇用の少ない農村か
ら米国へ移民した若き女性だが、その姿は等身大で描かれ、米国社会で差別される要素はほとん
ど含まれていない。一方でホロコーストに無知な主人公の描写は、ヨーロッパ史よりも英国との
関係史に固執するアイルランドにおける歴史教育の偏狭性を浮かび上がらせている。そういっ
た負の側面を臆せずに描く作家の姿に、アイルランド社会における価値観の変化を読み取るこ
とも可能であろう。このように移民表象の変遷をもとに、アイルランド人作家がこの国特有のテ
ーマ（移民、英国支配による搾取、カトリック教会の権力など）から離れられたのか否か、とい
う問いが本研究の出発地点である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、20 世紀初頭から現在に至る移民表象の変遷とその社会的背景との関わりを
読み解くことが、現代社会が抱える移民問題を解決する糸口を提示できるのではないか、また 
Brexit 後のアイルランドと英国との関係を考えるうえで新たな視点が得られるのではないか、
という仮説を、アイルランド文学研究において応用・実践することであった。 

20 世紀のアイルランド研究において、長年にわたって避けられてきたテーマの一つが、カト
リック信徒の中での階級対立といった問題である。英国に支配され、搾取されてきたアイルラン
ドにおいて、一枚岩であるはずのカトリック社会の根幹を揺るがすような事実に、ナショナリス
トたちは目を背けてきた点はあまり語られることはない。そういったアイルランド社会の矛盾
を移民という社会現象にあてはめ、一次資料に基づく歴史状況の検証と作品解釈を行う点は本
研究の独自性を示すと同時に、現代社会が抱える移民問題を理解する一助となったはずだ。また
祖国を離れたアイルランド系の二世、三世の作家がノスタルジックに描く移民ではなく、アイル
ランドで生まれ育った作家が描く移民像を考察対象とすることで、あえてローカルな視点から
移民と社会との関わりを探り出し、移民像と過去にこだわるアイルランド研究の閉鎖性を関連
付けることとした。 
 この移民表象の変遷を見極めることは、支配／被支配という二項対立に拘るナショナリステ
ィックな研究者が目を背けてきた 20世紀アイルランド社会の新たな一面をあぶり出すことにな
り、同時にアイルランド人作家の変化しつつある歴史認識と 21世紀のアイルランド社会を理解
する道筋を示すことになったに違いない。 
 
３．研究の方法 
James Joyce や George Moore, Sean O’Faolain, Frank O’Connor らの、20 世紀初頭の小説
作品に描かれた移民像を読み解き、そのうえで作品の舞台となった時期のアイルランドにおけ
る歴史的、社会的状況を検証した。特に 19 世紀の半ばに起こり、主に北米へ多くの移民を送る



きっかけとなった「じゃがいも大飢饉」、20 世紀初頭のアイルランド独立運動、独立後疲弊した
アイルランド経済といった歴史への認識が国内でどのように生成されていったのか、まずは定
期刊行物等から検証する作業を中心に進めた。それを基に 20 世紀初頭の移民像を読み解くこと
で、一部のアイルランド人作家やアイルランド文学研究者が過去にこだわる理由も明らかにす
ることができた点は特筆に値しよう。 
また上述した時期の作品と異なり、1960 年代以降のアイルランド社会が変容し、さらには移
民を取り巻く社会環境が大幅に改善された時期以降のアイルランド小説は、過去よりも未来志
向が反映されたものが目立つ。それらを検証するため、Colm Tóibín (1955- ), Sebastian Barry 
(1955- ), Joseph O’Connor (1963- ), John Boyne (1971- )らの 1950 年代から 70 年代生ま
れのアイルランド人作家を取り上げ、彼らが描く移民像を読み解く作業を続けて行った。そのう
えで、20 世紀初頭から 21 世紀初頭までのアイルランド小説における移民表象の変遷を整理し、
移民を生み出した時期の社会的事象と、それらに対するアイルランド人作家の態度を比較しな
がら、これまでの英国、アイルランド両国が抱える問題に当てはめて総括を行った。 
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